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加速する
構造転換

AIが中核の原動力となり、                 

5つの主要

イノベーション・プラットフォームを加速

― マクロ経済成長に転換点をもたらす

Brett Winton
（ブレット・ウィントン）
チーフ・フューチャリスト

The Great Acceleration



加速するテクノロジーの融合
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プログラマブル
・バイオロジー

マルチオミクス
・テクノロジー

精密医療

再利用型
ロケット

AI、パブリック・ブロックチェーン、ロボティクス、 
エネルギー貯蔵、そしてマルチオミクスという5
つの主要なイノベーション・プラットフォームは、
相互依存性をますます強めています。あるプ
ラットフォームにおける性能向上が、別のプラッ
トフォームにおける新たな能力を解き放つとい
う関係にあります。

再利用型ロケットによって、自動運転モビリティ

向けのAIチップを軌道へ送り込むことは、次世

代クラウドのスケール拡大において重要な役割

を果たす可能性があります。

また、デジタルウォレット上でアクセス権限が管

理されたマルチオミクスデータは、ニューラル

ネットワークを高度化させ、希少疾患を治癒する

精密医療（プレシジョン・セラピー）の開発の原動

力となる可能性があります。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）
本資料は情報提供のみを目的としており、特定の有価証券の売買または保有を推奨する投資助言ではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではありません。予測には本質的な限界があり、これらに依拠すべきではありません。
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加速し相互に触媒作用をもたらすテクノロジー・プラットフォームの成長率
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コンバージェンス・ネットワーク密度

（100ポイントスケール）

+20%

+35%

破壊的テクノロジーは相互に結びつき、融合が進ん
でいます。破壊的テクノロジー同士が互いに触媒と
なり、また触媒されている度合いを示す指標である
「コンバージェンス・ネットワーク密度」は、2025年
に35％上昇しました。

AIは引き続き、最も重要な基盤となるイノベーショ
ン・プラットフォームであり、ロボティクスは2025
年にその触媒としての重要性が一段と高まりまし
た。

主な新たな展開としては、

• 世界最大級のロボットである再利用型ロケットが、
AIの進化を支える上で極めて重要な役割を果た
す可能性

• エネルギー貯蔵および分散型エネルギーシステ
ムが、次世代クラウド基盤の構築を支える不可欠
な基盤となっていること

• スマートコントラクトとステーブルコインが、AI
エージェントによる現実世界のリソースの調整・
管理を可能にし、グローバルなデジタル通貨エコ
システムを支える可能性

が挙げられます。

注：ネットワーク強度は、完全に接続されたネットワークにおける理論上の最大加重強度に対して、各ネットワーク接続が実際に示した加重強度の割合を測定したものです。出所：ARK Investment Management LLC（2026年）、Winton（2024年）の
データに基づく。なお、本資料に含まれる一部の情報は、複数の追加情報源を用いたARK独自の分析に基づいています。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の有価証券の購入・売却・保有を勧誘または推奨するものではありません。過去の実績は
将来の成果を保証するものではありません。予測には本質的な制約があり、その実現を保証するものではありません。



テクノロジー融合による需要の大幅拡大
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ます。競争力のあるコストで実現可能な宇宙ベースのAI演算は、ニューラルネットワークの継続的な成長に必要な演算能力をクラウドに提供し得ます。また、AIチップの成
長により、再利用型ロケットへの需要は、当社既存モデル比で最大60倍に拡大する可能性があります。
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現行の打ち上げ
コストを前提とす
ると、宇宙ベース
の演算は地上の
演算より約30％
高コストとなる

想定される将来の打ち上げ
コストを前提とすると、宇宙
ベースの演算は地上の演算
より約25％低コストとなる
可能性がある

~60x

~11x

本分析は、本テーマに関するARKの内部分析に基づくものです。出所：ARK Investment Management LLC（2026年）、SpaceX（2025年a、2025年b）、Maguireほか（2025年）のデータに基づく。なお、上記出所に加え、本資料に含まれる一部
の情報は、複数の追加情報源を用いたARK独自の分析によるものです。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の有価証券の購入・売却・保有を勧誘または推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。予
測には本質的な制約があり、その実現を保証するものではありません。
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前例のないテクノロジー投資サイクルへの突入
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Railroad

Cars

Electrification

注：本図における過去の各ラインは、米国の固定資産に対する年間総投資額を米国GDP比で示したものであり、NIPA統計に基づいています。「Eコマース」は、倉庫投資を指します。データセンターおよびロボタクシーは、2025年12月31日時点のIMFデー
タに基づく世界の名目GDP比として算出しています。宇宙データセンターの機会は、SpaceXの公開情報に基づいています。歴史的な投資サイクルにおける投資額データは、Ulmer（1960年）、国際通貨基金（2025年）、全米経済研究所（1958年）のデー
タを基に、ARK Investment Management LLC（2026年）が作成しています。なお、上記出所に加え、本資料に含まれる一部の情報は、複数の追加情報源を用いたARK独自の分析によるものです。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の有
価証券の購入・売却・保有を勧誘または推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。予測には本質的な制約があり、その実現を保証するものではありません。
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破壊的

テクノロジー

資本形成
を加速
させる

投下資本
のリターン
を高める

非市場
活動を
GDPに
転換する

人間の潜在
能力を、より
生産的な用途
へと開放する

ロボ

タクシー

自動車の買い
替えサイクル

1台当たりの
走行距離利用
が8倍に増加

個人の
移動手段が

運転から有償
サービスへと
シフトする

個人の運転
時間が、仕事
や余暇へと
シフトする
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複数の経路で成長を触発する破壊的テクノロジー

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）※本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、

将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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破壊的テクノロジーがもたらすマクロ経済への深遠な影響
ー 家庭用ヒューマノイドロボットの事例
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現在、住宅の維持管理に関する

平均的な価値は約6万8,000米

ドルと推定されますが、そのうち

GDPに計上されているのは、

わずか約2,600米ドルにとど

まっています。

家庭用ヒューマノイドロボット1台

は、年間で約6万2,000米ドル分

のGDP創出に影響を与える可能

性があります。

米国の持ち家世帯9,000万戸

それぞれに家庭用ヒューマノイド

ロボットが導入された場合、GDP

は約6兆米ドル、すなわち約20％

押し上げられる可能性があります。

さらに、ヒューマノイドロボットが

5年間で米国家庭の80％に普及

した場合、GDP成長率は年率2〜

3％から、年率5〜6％へと加速

する可能性があります。
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家庭用ヒューマノイドロボット1台がGDPに与える

年間影響

GDPに
計上済みの
$62,000

未計上の
価値

有償サービスを
代替するロボット

の運用コスト

余暇時間の
帰属価値

より良質な家庭内
サービス

注記：本図表の試算では、消費者が耐久財に対して25％の割引率を適用して支払う意思があること、また無償の時間価値を平均賃金の50％として評価することを前提としています。なお、「住宅の維持管理（Home upkeep）」は、住宅維持管理のうち労働
部分に焦点を当てています。出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。米国労働統計局（U.S. Bureau of Labor Statistics, 2025c、2025d）、Tesla（2025）のデータに基づいています。これらの情報源に加え、本資料の一部に
は、複数の追加的な情報源を用いたARK独自の分析結果が含まれている場合があります。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証する
ものではありません。また、将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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住宅所有者の
解放された時間

（その半分が
有償労働に

充当）

ロボットの
資本的支出
（1年償却）

所有者自身が行なう維持
管理・ケアに対する

帰属労働コスト



実質GDP成長率の段階的跳躍を
もたらすテクノロジー革命
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0.037%
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IMF予測
3.1%

ARK予測
7.3%

2030

歴史的に見て、技術パラダイムの転換は、GDP成長に構造
的な変化をもたらしてきました。

破壊的イノベーション・プラットフォームに触発された資本
投資だけでも、今後10年間の年率換算の実質GDP成長率
を1.9％ポイント押し上げる可能性があります。

ロボタクシー、次世代データセンター、そしてAIエージェント
への企業投資といった新たな資本基盤は、投下資本のリ
ターンを高めると考えられます。ほかのイノベーションが成
長軌道に影響を及ぼし始めるにつれて、実際の実質成長率
は、市場コンセンサス予想を年率で4％ポイント以上上回る
可能性があります。

AI、パブリック・ブロックチェーン、ロボティクス、
エネルギー貯蔵、そしてマルチオミクスという各イノベー
ション・プラットフォームは、それぞれが世界経済の成長に
構造的な押し上げ効果をもたらすと見込まれます。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。DeLong（1998年）、Open Philanthropy（2025年）、Maddison（2007年）のデータに基づいています。これらの情報源に加え、本資料の一部には、複数の追加的な情報源を用いたARK
独自の分析結果が含まれている場合があります。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、将来予測には
本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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量子コンピューティングのような
有望な技術であっても、
今後20〜40年は破壊的変化を
もたらす可能性は低い
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量子コンピューティングの今後の進展見通し

現在の進展ペース
（Google）：4年ごとに
量子ビット数が倍増し、
エラー率が40％低下

強気ケース
ムーアの法則並み：
2年ごとに量子ビット
数が倍増し、エラー率
が低下

加速ケース
3年ごとに
量子ビット数
が倍増し、
エラー率が
低下

現状維持
ケース4年
ごとに量子
ビット数が
倍増し、
エラー率が
低下

2044 2054

破壊的テクノロジーとなるためには、急激なコスト低
下が起こり、重要な価格水準を突破することで、複数
の産業において魅力的なユニットエコノミクスを実現
する必要があります。さらに、それ自体が追加的な技
術革新を生み出すプラットフォームとなることも求め
られます。

量子コンピューティングの性能向上カーブはこれまで
緩やかでした。研究開発（R&D）に数十億米ドルが投
じられてきたにもかかわらず、Googleは4年以上の
間に量子ビット数を一度しか倍増させていません。仮
に今後、性能とコストが大幅に改善し、ムーアの法則
と同程度のペースで進展したとしても、量子コン
ピューティングが暗号解読に実用的に活用されるの
は2040年代になると見込まれます。

2063

注記：「キュービット（qubit）」とは、量子コンピューターにおける情報の基本単位を指します。ムーアの法則とは、集積回路上のトランジスタ数がおおよそ2年ごとに倍増するという経験則を指します。出所：ARK Investment Management LLC（2026
年）。Aruteほか（2019年）、Gambette（2023年）、Quantinuum（2024年）、Neven（2024年）のデータに基づいています。これらの情報源に加え、本資料の一部には、複数の追加的な情報源を用いたARK独自の分析結果が含まれている場合があ
ります。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を
保証するものではありません。
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世界市場を席巻する存在へと成長し得る破壊的テクノロジー

注記：イノベーション関連の時価総額には、ステーブルコインを除く暗号資産が含まれます。2015年以前のイノベーション関連時価総額は、世界市場に占めるテクノロジー・セクターの構成比を用いて算出しています。出所：ARK Investment 
Management LLC（2026年）。国際通貨基金（International Monetary Fund, 2025年）、Crunchbase（2026年）、World Federation of Exchanges（2026年）、米国労働統計局（Bureau of Labor Statistics, 2026年）、MSCI 
Inc.（2026年）のデータに基づいています。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、将来予測には本質
的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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14 ARK Big Ideas 2026:加速する構造転換

AI（人工知能）

データとともに進化する演算システムとソフトウェアは、これまで解決が

困難だった問題を解き、知的労働を自動化し、あらゆる経済セクターへ

のテクノロジーの統合を加速させます。ニューラルネットワークの普及

は、電化以上に歴史的な意義を持つ可能性があり、数十兆米ドル規模の

価値を創出する可能性があります。これらのシステムが大規模に展開さ

れれば、前例のない演算能力が必要となります。その結果、AI専用の演

算ハードウェアが、AIモデルの学習と運用を担う次世代クラウド・データ

センターの中核を占めると見込まれます。エンドユーザーにとっての可

能性は明確です。人々の生活に浸透するAI主導のインテリジェント・デ

バイス群が、消費、労働、余暇のあり方を大きく変えていくでしょう。人

工知能の普及は、あらゆる産業を変革し、すべての企業に影響を与え、

そしてすべてのイノベーション・プラットフォームを加速させると考えら

れます。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、
将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。



ARK Big Ideas 2026:加速する構造転換

エネルギー貯蔵

先進的なバッテリー技術のコスト低下は、多様なフォームファクターの爆発的

な拡大をもたらし、輸送コストを大幅に引き下げる自動運転モビリティ・システ

ムを実現すると見込まれます。電動ドライブトレインのコスト低下は、マイクロ

モビリティや空中モビリティ（フライングタクシーを含む）の普及を後押しし、都

市のあり方を変える新たなビジネスモデルを可能にするでしょう。自動化は、

タクシー、配送、監視のコストを桁違いに引き下げ、摩擦のない移動を実現す

ると考えられます。その結果、電子商取引の回転率は高まり、個人による自動

車所有は例外的な存在になっていく可能性があります。これらのイノベーショ

ンは、大規模な定置型バッテリーや分散型エネルギー発電（とりわけ太陽光発

電や小型核分裂発電）と組み合わさることで、AIデータセンターによる急増す

る電力需要に対応するとともに、液体燃料の代替として電力の利用を拡大さ

せます。さらに、エネルギーシステム全体の強靭性、信頼性、柔軟性の向上にも

寄与すると見込まれます。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、
将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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マルチオミクス

デジタル生物学データを収集し、配列解析し、理解するためのコストは急速に低下して

います。マルチオミクス技術は、研究科学者、創薬企業、医療プラットフォームに対し、

DNA、RNA、タンパク質、さらにはデジタルヘルスデータへの前例のないアクセスを提

供します。がん医療は、がん種横断的な血液検査（パンキャンサー血液検査）によって大

きく変革される可能性があります。また、分子診断は、多様な疾患を特定し分類する段

階へと進展していくと見込まれます。豊富なマルチオミクスデータを取り込み、プログ

ラマブル・バイオロジーによって支えられた自律型ラボをAIシステムが運用することで、

創薬の探索、開発、臨床試験にかかるコストは大幅に低下する可能性があります。これ

により、長年停滞してきた医薬品セクターの収益性は大きく変化すると考えられます。

生物学的発見は、希少疾患や慢性疾患を標的とし、治療・治癒を目指す新たな精密医

療（Precision Therapies）を生み出し、経済的にも大きな価値を創出すると見込

まれます。さらに長期的には、新規の生体構造の設計および合成が、農業、材料科学、

さらには演算分野にまで進展をもたらす可能性があります。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、
将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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パブリック・ブロックチェーン

パブリック・ブロックチェーンが大規模に普及すれば、すべての通貨や契約

は、 デジタル上の希少性と所有権の証明を可能にするブロックチェーン上

へ移行する可能性があります。金融エコシステムは、暗号資産の台頭に対応

する形で再構築されると考えられます。これには、伝統的な金融市場と分散

型ネットワークを橋渡しするステーブルコインや、スマートコントラクトが含

まれます。これらの技術は、透明性を高め、資本や規制による制約の影響を

相対的に弱めるとともに、契約執行にかかるコストを大幅に引き下げると

見込まれます。そのような世界では、より多くの資産が通貨的な性質を帯び

るようになり、企業や消費者が新たな金融インフラに適応していく中で、デ

ジタルウォレットの重要性は一段と高まるでしょう。さらに、これらのウォ

レットがAI主導の購買エージェントへと進化すれば、デジタルサービスの強

力な流通プラットフォームとなる可能性があります。最終的には、企業の組

織構造そのものが問い直される可能性もあります。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、
将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。
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ロボティクス

人工知能に後押しされ、ヒューマノイドロボットは人間と協働しながら既存のインフ

ラを活用し、製品の製造や販売のあり方、さらには私たちの生活様式そのものを変

えていく可能性があります。産業用アームから手術支援ロボット、倉庫システムに至

るまでの専門特化型ロボットは、AIによって統合コストが大幅に低下することで急

速に普及すると見込まれます。その結果、製造、物流、医療をはじめとする物理世界

のあらゆる業務プロセスに自動化が組み込まれていくでしょう。一方、再利用型ロ

ケットは、衛星コンステレーションの打ち上げコストを引き続き引き下げ、途切れの

ない通信や地球観測を可能にするとともに、地上の電力・冷却制約に縛られない宇

宙ベースの演算インフラという新たなフロンティアを切り開くと考えられます。萌芽

期にあるイノベーション・プラットフォームであるロボティクスは、極超音速移動に

よって距離の壁を越える輸送コストを引き下げ、専門特化型システムによって製造

の複雑性コストを低減し、さらにAIに導かれるヒューマノイドロボットによって肉体

労働のコストを大幅に圧縮する可能性があります。

出所：ARK Investment Management LLC（2026年）。本資料は情報提供のみを目的としたものであり、特定の有価証券の売買または保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆または保証するものではありません。また、
将来予測には本質的な不確実性があり、その正確性を保証するものではありません。

18


	スライド 1
	スライド 2: イノベーション投資に内在するリスク 
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 加速するテクノロジーの融合
	スライド 6: 加速し相互に触媒作用をもたらすテクノロジー・プラットフォームの成長率
	スライド 7: テクノロジー融合による需要の大幅拡大
	スライド 8: 前例のないテクノロジー投資サイクルへの突入
	スライド 9: 複数の経路で成長を触発する破壊的テクノロジー
	スライド 10: 破壊的テクノロジーがもたらすマクロ経済への深遠な影響 ー　家庭用ヒューマノイドロボットの事例
	スライド 11: 実質GDP成長率の段階的跳躍を　　　　もたらすテクノロジー革命
	スライド 12: 量子コンピューティングのような　　有望な技術であっても、　　　　　　　　今後20〜40年は破壊的変化を　　もたらす可能性は低い
	スライド 13: 世界市場を席巻する存在へと成長し得る破壊的テクノロジー
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20: 推論コストの急低下に伴うAI需要の急拡大
	スライド 21: 「ChatGPTモーメント」以降のデータセンター・システム成長率の加速　　　　　　（年率5％から29％へ）
	スライド 22: テック＆テレコム・ブーム期水準にあるテック設備投資と低水準のバリュエーション
	スライド 23: 競争激化に直面するNVIDIA
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26: 消費者向けオペレーティングシステムへと統合が進むAIモデル
	スライド 27: AI購買エージェントによる消費者取引の加速
	スライド 28: デジタルコマースを　　　変革するエージェント・　　　　プロトコル
	スライド 29: 2030年におけるAIエージェント主導のオンライン消費額8兆米ドル超の可能性
	スライド 30: 従来型検索からシェアを奪うAI検索
	スライド 31: 2030年におけるAIエージェント創出のコマースおよび広告収益　　約9,000億米ドルの可能性
	スライド 32: AI Productivity
	スライド 33: 高度化するAIエージェント
	スライド 34: 知能コストの急速な低下
	スライド 35: 中国との激しい国際競争で米国が先行
	スライド 36: 前例のない成長を続けるAIネイティブ収益
	スライド 37: 労働生産性加速による数兆米ドル規模の機会
	スライド 38: Bitcoin
	スライド 39: 新たな機関投資家向け資産クラスのリーダーとして成熟するビットコイン
	スライド 40: 米国ETFおよび上場企業がビットコイン総供給量の12％を保有
	スライド 41: ビットコインのリスク調整後リターン（シャープレシオ）は、暗号資産市場全体を上回る水準へ
	スライド 42: 2025年におけるビットコイン価格の最大値からの平均下落率は限定的
	スライド 43: 成長前提は変化も、ビットコイン予測は概ね不変
	スライド 44: デジタル資産の市場規模は2030年に28兆米ドルへ拡大の可能性
	スライド 45
	スライド 46: GENIUS法を受け、金融機関がステーブルコインおよびトークン化戦略を再評価
	スライド 47: 12月に3.5兆米ドルへ到達、ステーブルコイン取引高は従来型決済システムを圧倒
	スライド 48: 米国債とコモディティ主導で、トークン化資産市場は2025年に190億米ドルへ3倍拡大
	スライド 49: オンチェーン資産においてイーサリアムが依然優位
	スライド 50: トークン化資産の世界市場は2030年に11兆米ドル超へ拡大の可能性
	スライド 51: 伝統的企業が独自インフラ構築によりオンチェーン展開を拡大
	スライド 52
	スライド 53: デジタル資産における収益機会がネットワークからアプリケーションに移行
	スライド 54: DeFiとステーブルコイン発行体はフィンテック並みの資産規模へ拡大
	スライド 55: 世界最高水準の収益効率を誇る Hyperliquid、Tether、Pump.fun
	スライド 56: Hyperliquid主導によるDeFiデリバティブの無期限先物市場シェア拡大
	スライド 57: Layer1は収益を生むネットワークから“貨幣性資産”へと進化
	スライド 58: Multiomics
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62: 2030年に向けたマルチオミクス×AIフライホイールによる生物学イノベーション加速
	スライド 63
	スライド 64: マルチオミクスデータ生成コストの急激な低下
	スライド 65: 分子検査によるデータ量の爆発的拡大
	スライド 66: AI活用型診断能力の急加速
	スライド 67
	スライド 68: AIが変革する医薬品開発の経済性
	スライド 69: 医薬品開発コスト効率化により、キャッシュフローが大幅に拡大する可能性
	スライド 70
	スライド 71: 希少疾患向け生物学的治療薬の高付加価値
	スライド 72: 希少疾患向け生物学的治癒によるコスト削減と大幅な価値創出
	スライド 73: 一般疾患向け生物学的治癒による広範な市場創出
	スライド 74: AIと治癒が変革する医薬品開発の経済構造
	スライド 75
	スライド 76: 老化生物学へのアプローチによる寿命延伸の新フロンティア
	スライド 77: 米国における健康寿命市場機会：約1.2京米ドル規模
	スライド 78
	スライド 79: 再利用型ロケットが経済を“宇宙時代”へと一気に押し上げている
	スライド 80: 再利用型ロケットの打ち上げコストは継続的に低下
	スライド 81: 衛星の帯域幅コストは継続的に低下
	スライド 82: 再利用型ロケットが創出する1,600億米ドル規模の市場機会
	スライド 83: ロボティクス
	スライド 84
	スライド 85: 産業オートメーション黎明期
	スライド 86
	スライド 87: ロボタクシーを大きく上回るヒューマノイドの運用複雑性
	スライド 88: 演算スケーリング則は、Optimusが2030年頃までに人間レベルに到達する可能性を示唆
	スライド 89
	スライド 90: Distributed Energy
	スライド 91: 高効率化が牽引するエネルギー主導の経済成長
	スライド 92: 太陽光・蓄電池コストの継続的低下と原子力コスト低減の再開
	スライド 93: 電力供給拡大による電力コスト低下
	スライド 94: 2030年までに約10兆米ドルへ拡大が必要な世界電力投資
	スライド 95: Autonomous Vehicles
	スライド 96: 配車サービス市場でシェア拡大が始まるロボタクシー
	スライド 97: コスト低下と価格下落が牽引するロボタクシー需要
	スライド 98: 都市交通を席巻する可能性のある自動運転配車サービス
	スライド 99: 2030年までに約34兆米ドルの企業価値を生むロボタクシー
	スライド 100: ロボタクシー市場ではテクノロジープラットフォームが経済価値の大半を獲得
	スライド 101: Autonomous Logistics
	スライド 102: 完全自動配送が現実に
	スライド 103: 自動配送車両はサプライチェーンの配送コストを削減
	スライド 104: 自動配送の収益は2030年までに世界で4,800億米ドルに達する可能性
	スライド 105
	スライド 106
	スライド 107
	スライド 108
	スライド 109
	スライド 110
	スライド 111



